
英語科学習指導案

日時

学年

指導者

平成２５年５月２４日（金）

２年１組（男子19名女子20名

入江

１校時

計39名）

将紀

ｌ単元名NEWHORlZONEnglishCourse2Unit2ATriptoNewZeaIand

２単元について

（１）教材観

本単元は，ゴールデンウイークにニュージーランド旅行を計画していた一郎が，実際にそこへ行

き，ニュージーランドならではの観光地や動物を見物するという内容である。具体的には，生徒の

一郎とさくら，ＡＬＴのブラウン先生によるゴールデンウイークの予定についての対話，入国審査

での一郎と係員の対話，一郎によるエグモント山についての紹介，キーウィの生態やそれを取り巻

く問題についての説明で構成されている。言語材料としては，［begoingto＋動詞の原形］を用い

た未来表現や［主語十動詞十間接目的語十直接目的語]，［主語十動詞十目的語十補語］の文構造に

加え，「相づちをうつ」「説明する」「発表する」「依頼する」等の表現も扱われている。このような

言語材料を用いて，生徒は，自分に身近な観光地や人．ものなどについて紹介したり対話したりす

ることが可能となる。よって，本単元は，自分が伝えたい鹿児島ならではの観光地や人．ものなど

について，友だちやＡＬＴなどの身近な外国人に英語で紹介したいという意欲をかき立てる題材で

あると考える。

（２）生徒観

本学級の生徒は，ベアやグループで教え合ったり教師に質問したりするなどの工夫をしながら，

積極的に言語活動に取り組んでいる。アンケートによれば，生徒は「読むこと」に高い関心を示し

ており，特に，「文字や符号を識別し，正しく読むこと」や「書かれた内容を考えながら黙読したり，

その内容が表現されるように音読すること｣，「聞いたり読んだりしたことなどについて，問答した

り意見を述べ合ったりなどすること」が得意であると考えている。しかし，「伝言や手紙などの文

章から書き手の意向を理解し，適切に応じること」や「話の内容や書き手の意見などに対して感想

を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをと

らえること」については苦手だと考えている。これらのことから，生徒は，基礎的･基本的な知識・

技能においては一定の定着が図られているものの，身に付けた言語材料を具体的な場面や状況の中

で,適切かつ即興的に表現することに課題を感じていると推測される。一方で,生徒は，「聞くこと」

と「書くこと」に不安を感じているようである。特に，「聞くこと」における「自然な口調で話さ

れたり読まれたりする英文を聞いて，情報を正確に聞き取ること」や「質問や依頼などを聞いて適

切に応じること｣，「書くこと」における「聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感

想，賛否やその理由を書いたりなどすること」や「自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わ

るように，文と文のつながりなどに注意して文章を書くこと」について，その割合が大きいと考え



られる。このように，生徒は，コミュニケーションへの意欲は高いが，相手の意向を理解し適切に

応じることや，自分や他者の考えや気持ちを互いに正しく伝え合い，コミュニケーションを円滑に

進めることに課題があると推測される。よって，コミュニケーション活動を行わせる際には，速読

やリスニングに関する指導，生徒に試行錯誤させるような情報を与え，生徒の思考力・判断力を活

性化させる指導，さらに自分の考えや気持ち，その理由等を正しく伝えさせるための指導を工夫し，
円滑にコミュニケーションを図るために必要な表現力・理解力を育む必要がある。

(3)指導観

本単元の題材の特性を生かし，生徒が，ＡＬＴなどの身近な外国人に鹿児島ならではの観光地や

人・もの・ことなどについて紹介するナレーションを作成することができるような授業を展開した

い。具体的には，教科書の内容を中心に，smalltasksを通して身近な観光地を友だちに紹介した

り説明したりするための言語材料を理解させる。また，英文を書く際の基本的な文章構成について

も理解させる。さらに，代名詞や他の英語を用いた名刺の書き換えや，接続詞や副詞を用いるなど

した文章の構成等を意識させ，全体として一貫性のある文を書かせる指導の工夫を図る。その後，

「鹿児島の観光地を紹介しよう」というlargetaskに取り組ませ，生徒がsmalltasksでの経験を生

かし，ＡＬＴに身近な観光地を英語で紹介するナレーションを作ることができるようにしたい。

このような指導を通して，まとまりのある英文を適切に理解し，まとまりのある英文を通して相手

を意識しながら表現する力を高め，円滑にコミュニケーションを図ろうとする行う生徒を育成したい。

【アンケート結果】（アンケート対象者：２年１組男子１９名２０名計39名）

１次の英語の活動で最も興味・関心が高いことと不安なことをそれぞれ１つずつ選びなさい。興味・関心が高い／不安
ア聞くこと･……………．．………･……･……………･…………･………･…………･……………･…………………………･……．（17.9％／33.3％）
イ話すこと……………･…･…………･･･………･…･…………･………………………･…………･…･･･………………………･…．（１７９％／5.1％）
ウ読むこと･…………………･……･……･…･….．……･…………………………………･…………………･………………．．……（43.6％／２０５％）
エ笹くこと…･……･…………………………･…………………………･･………………･…………………･……･……………･…（20.6％／４１．１％）
２次の「聞くこと」の中で．得意なことと苦手なことをそれぞれ選びなさい。いくつ選んでもかまいません。得意／苦手
ア強勢．イントネーション．区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえて正しく発音すること……………………（59.0％／３３３％）
イ自然なロ鯛で諾されたり読まれたりする英語を聞いて情報を正確に聞き取ること･………･…･…………………………（23.0％／48.7％）
ウ質問や依頼などを聞いて適切に応じること………………………･…････……………･……･………･…･…･……………．．…（17.9％／43.6％）
エ話し手に聞き返すなどして内容を確浬しながら理解すること………･………………………･…………………………･…（25.6％／２５６％）
オまとまりのある英文を聞いて．概要や要点を適切に聞き取ること･…………………･…･･…………･…･…………………（282％／35.9％）
３次の「話すこと」の中で，得意なことと苦手なことをそれぞれ選びなさい。いくつ選んでもかまいません。得意／苦手

ア強勢．イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声をとらえて正しく発音すること･……………･……･………（46.1％／３５９％）
イ自分の考えや気持ち．事実などを聞き手に正しく伝えること･………･………･……･…･…．．…･…．．…･…………………．（25.6％／２８２％）
ウ聞いたり擬んだりしたことなどについて．問答したり意見を述べ合ったりなどすること………･………･･……………（333％／２８２％）

エつなぎ言葉を用いるなどのいろいろな工夫をして話を続けること………．．………･……･…………･………………･……（17.9％／３８５％）

オ与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること…………･…………･……･………･･…………･……………………（23.0％／41.1％）
４次の「読むこと」の中で，得意なことと苦手なことをそれぞれ選びなさい。いくつ選んでもかまいません。、得意／苦手

ア文字や符号を職別し，正しく銃むこと．……･………………………･･……･………･………………………･………………．．（５１３％／25.6％）
イ書かれた内容を考えながら黙縦したり，その内容が表現されるように音読すること………………………………．．…．（56.4％／１０３％）
ウ物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること…･…．．……………･･…………･…………･…．．………（333％／２８２％）
エ伝言や手紙などの文章から笹き手の意向を理解し、適切に応じること･……･…………･……･……………………･……．（１２８％／41.1％）
オ話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよう．

書かれた内容や考え方などをとらえること･･…･……………………･…･……･……･･･……………･……………………．．……（５．１％／64.1％）
５次の「番くこと」の中で，得意なことと苦手なことをそれぞれ選びなさい。いくつ選んでもかまいません。得意／苦手

ア文字や符号を職別し、語と語の区切りなどに注意して番くこと．．………･………………･…………………････………･…（48.7％／7.7％）
イ語と語のつながりなどに注意して正しく文を密くこと……………･………………･………………･…………･……･…･…（282％／30.7％）
ウ聞いたり醜んだりしたことについてメモをとったり．感想，賛否やその理由を香いたりなどすること．．:．…･………．（１５４％／51.3％）

エ身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ちなどを書くこと．．……………･………（４１．１％／30.7％）
オ自分の考えや気持ちなどが醜み手に正しく伝わるように．文と文のつながりなどに注意して文章を密くこと…．．…。（20.6％／33.3％）
６鹿児島ならではの観光地や人．こと・ものなどについて紹介するとしたら．どのようなことを取り上げたいですか。

ア観光地………（天文館，桜島，霧島．指宿．種子・屋久．奄美諸島，温泉．かのやばら園．知覧特攻基地，奄美諸島．枕崎，城山など）
イ人………･…･……………･…（西郷隆盛，大久保利通．駕姫，五代友厚，島津斉彬．東郷平八郎，遠藤保仁，長測副，ＡＩ，椋鳩十など）

ウもの．…､．．…･･……･…･……．（おはら祭り，妙円寺遠温泉，豊かな自然，火の島祭り，桜島の降灰・噴火．祇園祭，六月灯．新幹線など）

エこと｡………．．……･……．．（桜島大根・小みかん，薩摩切子．大島紬．黒豚，焼酎．さつまいも，薩摩焼，白熊．かるかん，縄文杉など）



(4)単元の評価規準

(3)largetaskにおける活用例（身近な観光地紹介）

Hello,everyone．Ｉ，mlchiro、ＮｏｗｒｍｇｏｉｎｇｔｏｔｅｌｌｙｏｕａｂｏｕｔａｆａｍｏｕspersonfromKagoshimaLookat

thisｍａｎＤｏｙｏｕｋｎｏｗｈｉｍ？ＨｅｉｓＭｒ,SZzigりTlα”"0河．WecallhimStzigひ-.0"．“D””means“Ｍｒ.”in

Kagoshimadialect、１t，ssobigandbeautifUl・ＹｏｕｃａｎｓｅｅａｂｒｏｎｚｅｓｔａｔｕｅｏｆｈｉｍｉｎＫagoshimacity、１t，sabout

eightmeterstall・Helooksstrong,ｂｕｔｈｅｗａｓｋｉｎｄａｎｄｇｅｎｔｌｅ，Ｈａｗａｇｏｏｄｔｉｍｅｉｎｏｕｒｃｉｔｙ・Thankyou．

３単元の計画

（１）タスク「鹿児島の観光地を紹介しよう」

（２）largetaskで活用させたい主な言語材料

アコミュニケーション
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－
０
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の形や意味，用法を理
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②［主語十動詞十間接目
的語十直接目的語］を
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PeoplecallitMr､Taranaki,too．
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し

(5)指導と評価の計画

時
間 ○タスク・学習活動 単元の評価規準

評価方法

(総括的評価）

１

○［smalltask］単元のあらましを理解しよう

・オリエンテーションを通したUnit2のスキーマ形成

・largetaskの設定

・鹿児島の観光地を紹介するために必要な情報等の収集

・英文を書く際の基本的な文章構成の理解

エー④ ワークシート

２

○［smalltask］週末の予定について話そう

・StartingOutの内容理解と音読練習，［begoingto＋動詞の原

形］を用いた未来表現の形，意味，用法の理解と表現練習

・週末の予定を紹介する文の作成と発表

イー①

エー①

後日ペーパーテスト

３

○［smalltask］空港でのスキットを作ろう

・Dialogの内容理解と音読練習，［主語十動詞十間接目的語十直

接目的語］や観光地紹介で必要な表現の形，意味，用法の理解と

表現練習

・空港でのスキットの作成と発表

②
①
②

一
一
一

ア
ウ
エ

後日ペーパーテスト

活動の観察

４

○［smalltask］観光地紹介のナレーションを作ろう

・ReadingfbrCommunicationの内容理解と音読練習，［主語十

動詞十直接目的語十補語]や観光地紹介で必要な表現の形,意味，

用法の理解と表現練習

・観光地を紹介する文の作成を発表

②
③
③

一
一
一

イ
ウ
エ

後日ペーパーテスト

ワークシート

５

○［smalltask］観光地紹介のナレーションを作ろう

・ReadingfbrCommunicationの内容理解と音読練習，観光地紹

介で必要な表現の形，意味，用法の理解と表現練習

・観光地を紹介する文の作成と発表

①
②
④

一
一
一

イ
ウ
エ

後日ペーパーテスト

ワークシート

６

○［largetask］鹿児島の観光地を紹介しよう

・鹿児島の観光地を紹介文の作成と発表準備

・相互評価，自己評価とＡＬＴからのフィードバック

①
③
④

一
一
一

ア
イ
エ

活動の観察

７

○［largetask］鹿児島の観光地を紹介しよう

・ナレーションの原稿の推敵

・鹿児島の観光地の紹介ナレーションの練習，発表

イー①

ウー②

活動の観察

ＡＬＴによる評価用紙



４本時の計画

(1)本時のタスク

「観光地紹介のナレーションを作ろう」

(2)指導の重点

「読むこと」「書くこと」

(3)本時の目標行動

導入時において，鹿児島や世界の観光地に関する教師とのインタラクションを通して，本時の

タスクを把握する。その後，新出語句や観光地紹介に必要な言語材料を理解する。次に，教科書

本文の内容を理解を通して，語と語のつながり，文と文とのつながり，英文を書く際の基本的な

文章構成などについても理解する。その後，教科書本文の音読練習を行う。次に，前時までに作

成した観光地紹介文に続けて，文章構成や代名詞や接続詞などの使い方に注意しながら，さらに

英文を書き加える。終末時では，教師によるプレゼンテーションを視聴し，largetaskへの見通

しをもつ。

(4)本時の指導目標

ア相手が関心をもって聞いたり理解したりしできるように工夫して表現しようする態度をはぐ

くむ。【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】

イ文と文や語と語とのつながり，文章構成等を意識させ，新出及び既習の語句や表現等を活用

しながら，観光地を紹介する文を作成できるようにさせる。【外国語表現の能力】

ウ教科書本文のまとまりのある英語を読んだり聞いたりして，文と文や語と語のつながりを意

識しながら，その概要や要点を正確に理解できるようにさせる。【外国語理解の能力】

エまとまりのある英文を書く際の基本的な文章構成について理解させる。

【言語や文化についての知識・理解】

(5)授業設計上の工夫

アICT活用の工夫（教科論６－(1)－イ参照）

．電子黒板を活用し，プレゼンテーションソフトを用いたり，ウェブサイト上で収集した画像

や映像を用いたり，また，アプリケーションソフトを用いたりして，授業の導入や展開，パター

ン・プラクティスなどを行う。これらのことにより，生徒は，授業の題材や授業中でのコミュニ

ケーションに好奇心をもちながら，積極的に取り組むことができ，円滑にコミュニケーションを

図ろうとする態度を育むことができると考える。

イ文と文のつながりを意識し表現．理解させる工夫（教科論６－(2)－イ参照）

生徒が，自分や他者の考えや気持ちを互いに正しく伝え合い，より適切に表現できるように

文と文のつながりを意識して表現・理解させる指導を工夫する。具体的には，代名詞や言い換え
の手法を用いた文中の語と語との語菜的・文法的なまとまり，接続詞や副詞を用いた文と文との

意味的なまとまりの二つを意識させる。このことにより，生徒は英語に接した際に，一文一文の

意味や解釈など，内容の特定部分にとらわれることなく，文と文のつながりを意識したり，より

他者を意識したりしながら，円滑にコミュニケーションを図るために必要な表現力や理解力を身
に付けることができると考える。



(6)本時の実際（5/7）

区分 教授＝学習過程 時間 生徒の活動
指導上の留意点

◆評価口補脱（研究との関連）

導
入 蓋

GreetinEs １

ＷａｒｍＵｐ ２

Ｏｒａｌ

Interaction
３

１０
，

１英語で挨拶する。

２英語でゲームを行う。

３様々な観光地について教師と対話を
する 。

・英語学習の雰囲気を作る。

・積極的に英語で表現したり，英語を理
解したりしようとする態度をはぐくむ。

・ICTを活用し，教材や．ミュニケーショ

ンに対する生徒の興味・関心を高める。
(鋤私論信一（１）－ィ）

展
開

Ｏｒａｌ
Inte唾

５

ＮｅｗｌVords ６

I蹄Hｇ ９

Review １０

3５

４李時のグスクを殖通する。 ・観光地紹介への意欲をもたせた上で夕
スクを提示する‐

観光地紹介のナレーションを作ろう

終
末塞喜AssiImments 1４ ５

，

１３教師が作成した観光地紹介のナレー
ションを視聴する。

１４今後の活動の見通しをもつ。

・文章構成等を意繊させながら視聴させ
る◎

・本時までの活動をlargetaskで活用でき
るように見通しをもたせる。


